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Ⅰ．概況Ⅰ．概況Ⅰ．概況Ⅰ．概況    
 

2004度の鉄鋼生産を巡る環境は、自動車、造船等の需要産業や民間設備投資等、内需が堅調
に推移するとともに、輸出も高水準を維持、この結果、2004 年度の粗鋼生産量は 1 億 1,289
万トンとなって、前年度に引き続き 1億 1千万トン台に達し、過去 4番目の高生産レベルとな
った。このうち転炉鋼は 8,334万トンで前年度比 1.6％増、また電炉鋼も 2,956万トンで 1.9％
増となって、粗鋼全体に占める電炉鋼比率は 26.2%と前年度を 0.1ポイント上回った。 
このような中で、鉄スクラップの需給は、年度を通してタイトに推移、国内価格は国際市況

の変動と連動性を強めつつ推移した。当協会調べのＨ2 のメーカー炉前価格（関東・関西・中
部の 3 地区平均）は、04 年 8 月中旬、10 月中旬に 26,000 円台の年度ピークをつけ、05 年 1
月には 20,000円台を切った後、3月年度末には 22,000円台となっている。 
 

 
１．事業の概要 
（１）調査事業 

16 年度の事業としては、引き続き鉄源需給関連データの整備・拡充に努め、中国、韓国、
台湾、欧米等、海外データの収集・整備を図るとともに、鉄スクラップ流通量調査（四半期）

を通じて地域別流通実態の把握を行った。また、16年度の特定調査事業として「加工スクラ
ップ発生実態調査」を実施し、鉄鋼需要部門の主要工場に対するアンケート調査により業種

別に加工スクラップの発生・出荷他、実態把握に努めた。1６年度における調査研究等の成
果は以下のとおり。 

 
① 鉄鋼蓄積量の推計（別紙１、別紙２）   

Ｈ１５年度（２００３年度）１２億 ６，３１４万トン 
Ｈ１４年度（２００２年度）１２億 ５，０００万トン 
Ｈ１５年度増量分             １，３１４万トン 

② Ｈ１５年度鉄スクラップ流通フロー（国内）（別紙３）  
③ 鉄源流通量調査結果（別紙４、別紙５） 
④ 鉄スクラップ市況調査（別紙６） 

鉄スクラップの供給業者並びにメーカーを対象として、鉄スクラップ市況の動向調査を

実施。（調査時点； 毎週月曜日、調査品目；H２規格基準、代表指標；３地区平均価格） 
⑤ 鉄源年報の発行 
「鉄源年報第１５号（２００４）」を７月に発行した。 

⑥ 会報「クォータリーてつげん」の発行 
調査研究レポート及び鉄源に関する最新の需給動向の情報等、内容の充実を図りつつ、 
平成１６年度は春、夏、秋、新年号の４号を発行した。 
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各号の主な内容は次の通り。 
    号号号号        数数数数            年－季年－季年－季年－季        特特特特    集集集集    記記記記    事事事事    
 Vol. 20   2004 - 春 ・平成１５年７－９月、１０－１２月鉄源流通量調査結果 
 Vol. 21   2004 - 夏   ・２００３年度の鉄源需給とその特徴 
Vol. 22   2004 - 秋   ・平成１６年１－３月、４－６月鉄源流通量調査結果 

    ・中国冷鉄源需給の現状(1) 
Vol. 23   2005 - 新年 ・２００３年度末の鉄鋼蓄積量（推計） 
   ・中国冷鉄源需給の現状(2) 

 
（２）回収鉄源利用促進協会の残余財産及び債務保証事業の承継 

本協会は、回収鉄源利用促進協会の清算結了に伴い、平成１６年１０月６日に残余財産及

び債務保証事業を承継し、定款変更及び業務方法書の策定等、関連規程の整備並びに審査委

員会の設置等により債務保証制度を創設した。 
 
２．委員会の開催 
協会の円滑な運営と事業内容の充実を図るため、運営委員会を上期、下期に開催した。運営委

員会終了後に需給流通委員会を開催し、鉄源の需給・市況に関する情報交換を行った。 
また、鉄スクラップ規格検討委員会の下にワーキンググループ（ＷＧ）を設置し、業界規格で

ある「鉄源協会検収統一規格」の見直しについて検討を進めた（ＷＧの開催は計７回実施）。 
 
 

Ⅱ．Ⅱ．Ⅱ．Ⅱ．会員、役員及び委員会員、役員及び委員会員、役員及び委員会員、役員及び委員    
 
１．会員 
（１） 特別会員 入会    １社 (社)日本鉄鋼連盟   
（２） 普通会員 入会  １０社    石川鋼業㈱  ㈱金沢柿田商店     共    栄㈱  

    埼玉製鐵原料㈱  大成金属㈱     ㈱鍋元商店 
野    原㈱  扶和メタル㈱     ㈱豊和商事 
北鋼産業㈱  

退会    ２社 東海金属㈱ 大和リテック㈱    
（３） 平成１７年３月３１日現在の会員数 

      特別会員   ５０社（４７社 ３団体） 
      普通会員   ７２社 
        計     １２２社 
 
２．役員 
（１）役員の異動 

  平成１６年６月１１日開催の第２９回通常総会において、任期満了に伴う役員改選の
結果、理事として阿部謙氏、池谷正成氏、猪熊研二氏、卯津羅賢三氏、小川眞一氏、倉
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林喜一郎氏、後藤實氏、鈴木孝雄氏、高島秀一郎氏、西川明氏、平尾隆氏、平林久一氏、

嶺辰紀氏、矢追徹夫氏、山口章氏、吉田英穂氏、吉原毎文氏が、又監事として影島一吉

氏、出塚清治氏がそれぞれ選任された。また、同日開催の第１３５回理事会において会

長には平尾隆氏、副会長に倉林喜一郎氏、鈴木孝雄氏、吉田英穂氏及び吉原毎文氏、専

務理事に卯津羅賢三氏が選任された。 
 
（２） 平成１７年３月３１日現在の役員は次の通り。 

 氏    名 会 社 名  ・ 役 職 名 
理事・会 長 
理事・副会長 
理事・副会長 
理事・副会長 
理事・副会長 
専  務  理  事       
理      事 
理      事 
理      事 
理      事 
理      事 
理      事 
理      事 
理      事 
理      事 
理      事 
理      事 
監      事 
監      事 

平  尾   隆 
倉  林   喜一郎 
鈴  木   孝  雄 
吉  田   英  穂 
吉  原   毎  文 
卯津羅   賢  三 
阿  部   謙 
池  谷   正  成 
猪  熊   研  二 
小  川   眞  一 
後  藤   實 
高  島   秀一郎 
西  川   明 
平  林   久  一 
嶺       辰  紀 
矢  追   徹  夫 
山  口   章 
影  島   一  吉 
出  塚   清  治 

新 日 本 製 鐵 ㈱   代表取締役副社長          
㈲ 倉 林 商 店   代 表 取 締 役 社 長          
㈱ 鈴     徳   代 表 取 締 役 社 長          
大 同 特 殊 鋼 ㈱   代表取締役副社長           
東 京 鐵 鋼 ㈱   代 表 取 締 役 社 長          
当 協 会              
三 井 物 産 ㈱   常 務 執 行 役 員 
東 京 製 鐵 ㈱   代 表 取 締 役 社 長          
合 同 製 鐵 ㈱   代 表 取 締 役 社 長          
住友金属工業㈱   常 務 執 行 役 員 
産 業 振 興 ㈱   代 表 取 締 役 社 長          
共 英 製 鋼 ㈱   代 表 取 締 役 社 長          
西 川 商 工 ㈱   代 表 取 締 役 社 長          
平 林 金 属 ㈱   代 表 取 締 役 社 長          
中 部 鋼 鈑 ㈱   取 締 役 相 談 役 
大 阪 故 鉄 ㈱   代 表 取 締 役 社 長          
㈱ や ま た け   代 表 取 締 役 社 長          
影 島 興 産 ㈱   代 表 取 締 役 社 長          
東 陽 監 査 法 人   代 表 社 員 

 

３．運営委員会（需給流通委員会） 

    平成１７年３月３１日現在の運営委員は次の通り（需給流通委員は同一）。 
 氏    名 会  社  名 役    職 

副 委 員 長 
委員（需要）

    〃 
    〃 
    〃 
    〃 
    〃 

中田 義文 
太田 雅晴 
小川 卓男 
木村 弘隆 
民田 彰輝 
抽那 知 
日野 斌 

新日本製鐵株式会社 
中部鋼鈑株式会社 
東京製鐵株式会社 
共英製鋼株式会社 
JFEスチール株式会社 
大同特殊鋼株式会社 
合同製鐵株式会社 

原料需給ｸﾞﾙｰﾌﾟﾘｰﾀﾞｰ 
取締役・販売部長 
購  買  部  長 
取締役執行役員 
調整・金属室長 
購  買  部  長 
常 務 取 締 役 
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委員（供給）

    〃 
    〃 
    〃 
    〃 
    〃 
ｵﾌﾞｻﾞｰﾊﾞｰ 
    〃 
    〃 

遠藤 憲司 
小澤 淑郎 
栗山 芳孝 
中辻 恒文 
山口 章 
渡辺 淳 
木村 康 
土井 鼎 
杉山 紀美 

株式会社クワカド 
株式会社メタルワン 
三井物産株式会社 
中辻産業株式会社 
株式会社やまたけ 
丸和商事株式会社 
普通鋼電炉工業会 
(社)日本鉄ﾘｻｲｸﾙ工業会 
 日本再生資源事業共同組合連合会

代表取締役社長 
電炉ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ室長 
製 鋼 原 料 部 長 
代表取締役社長 
代表取締役社長 
代表取締役社長 
事  務  局  長 
専  務  理  事 
専  務  理  事 

 

４．審査委員会 

    平成１７年３月３１日現在の審査委員は次の通り。 
     氏    名 所   属 役    職 

委 員 長 
委    員 
〃 
〃 
〃 
〃 

鈴木 孝雄 
糸田 達 
久保 喜誉 
中島 茂 
水澤 恒男 
山崎 直宣 

株式会社 鈴徳 
中小企業金融公庫 
商工組合中央金庫 
朝日税理士法人 城南支社 
富士法律特許会計事務所 
社団法人日本鉄源協会 

代表取締役社長 
審査部 審議役 
審査第二部 審査役 
代  表  社  員 
弁   護   士 
総  務  部  長 

 

５．鉄スクラップ規格検討委員会 

    平成１７年３月３１日現在の鉄スクラップ規格検討委員は次の通り。 
     氏    名 所   属 役    職 

委 員 長 
委    員 
〃 
〃 
〃 
〃 
〃 
〃 
〃 
〃 
〃 
〃 
〃 
〃 

中田 義文 
浅見 茂 
民田 彰輝 
池田 清朗 
大谷 正 
小川 卓男 
木村 康 
中村 毅 
金村 成健 
抽那 知 
馬場 良治 
日野 斌 
星河 年男 
宮本 純 

新日本製鐵株式会社 
共英製鋼株式会社・枚方 
JFEスチール株式会社 
(社)日本鉄ﾘｻｲｸﾙ工業会 
産業振興株式会社 
東京製鐵株式会社 
普通鋼電炉工業会 
トピー工業株式会社 
京阪プレス株式会社 
大同特殊鋼株式会社 
日本再生資源事業共同組合連合会 
合同製鐵株式会社 
星河金属株式会社 
三井物産金属原料株式会社 

原料需給ｸﾞﾙｰﾌﾟﾘｰﾀﾞｰ 
営  業  部  長 
原料部金属室長 
常務執行役員 
常 務 取 締 役 
購  買  部  長 
事  務  局  長 
製鋼技術ｸﾞﾙｰﾌﾟ長 
代表取締役社長 
購  買  部  長 
金属委員会参与 
常 務 取 締 役 
代表取締役社長 
ｽｸﾗｯﾌﾟ営業部長 
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〃 
ｵﾌﾞｻﾞｰﾊﾞｰ 
〃 

山口 章 
北村 昌昭 
林 誠一 

株式会社やまたけ 
経済産業省 製鉄企画室 
日鉄技術情報センター 

代表取締役社長 
課  長  補  佐 
市場調査部長 

    
    
Ⅲ．推薦会員Ⅲ．推薦会員Ⅲ．推薦会員Ⅲ．推薦会員    
 
平成１７年３月３１日現在の推薦会員は次の通り。 
（１） 需要部会 

IKK ｼｮｯﾄ㈱ 愛知製鋼㈱ 朝日工業㈱ ㈱伊藤製鐵所 宇部興産㈱ 
ｴﾇｹｰｹｰ条鋼㈱ 王子製鉄㈱ 大阪製鐵㈱ 関東ｽﾁｰﾙ㈱ 岸和田製鋼㈱ 
九州製鋼㈱ 共英製鋼㈱ ㈱クボタ 合同製鐵㈱ ㈱神戸製鋼所  
三興製鋼㈱ 山陽特殊製鋼㈱ JFE ｽﾁｰﾙ㈱ 清水鋼鐵㈱ ㈱城南製鋼所 
新関西製鐵㈱ 新日本製鐵㈱ 新北海鋼業㈱ 住友金属工業㈱ 大三製鋼㈱ 
大同特殊鋼㈱ ﾀﾞｲﾜｽﾁｰﾙ㈱ 中央圧延㈱ 中部鋼鈑㈱ 千代田鋼鉄工業㈱        
東海特殊鋼㈱ 東京鋼鐵㈱ 東京製鐵㈱ 東京鐵鋼㈱ 東北ｽﾁｰﾙ㈱ 
トピー工業㈱ 豊平製鋼㈱ ㈱中山製鋼所 日新製鋼㈱ 日本金属工業㈱ 
日本高周波鋼業㈱        ㈱日本製鋼所 日本鋳鍛鋼㈱ 日本冶金工業㈱ 日立金属㈱ 
北越メタル㈱ 三菱製鋼㈱ ㈱向山工場 山口鋼業㈱ ﾔﾏﾄｽﾁｰﾙ㈱ 

 （以上５０社） 
 

（２） 供給部会 
東金属㈱  有明興業㈱ ㈱ｱﾙﾌｧｻﾎﾟｰﾄ 飯田環境ｸﾘｰﾝ㈱ ㈲井田商店  
㈱今弘商店 永和鉄鋼㈱ 大阪故鉄㈱ 太田商事㈱ オカガミ㈱ 
㈱尾関商店 影島興産㈱ ㈱河内商店 関西ﾒﾀﾙﾜｰｸ㈱ 九州ﾒﾀﾙ産業㈱ 
㈲倉林商店 ㈱クワカド ㈱京  王 京阪プレス㈱ 産業振興㈱ 
ｼｵｶﾞｲｸﾞﾙｰﾌﾟ本部 ㈱ｼﾏﾌﾞﾝｺｰﾎﾟﾚｰｼｮﾝ ㈱鈴木商会 ㈱鈴  徳 住友商事㈱ 
㈱関本由太郎商店 大成金属㈱ ㈱田中商会 津山工業原料㈱ 東方金属㈱ 
中田屋㈱  中辻産業㈱ 西川商工㈱ ㈲ハギワラ ㈱日下野商店 
平林金属㈱ 福岡金属興業㈱ ㈱富士商会 古尾谷商事㈱ 扶和ﾒﾀﾙ㈱ 
㈱紅久商店 ㈱丸栄  丸和商事㈱ 三井物産㈱ ﾒﾀﾙﾘｻｲｸﾙ㈱ 
㈱メタルワン ㈱最上金属 ㈱やまたけ ㈱ヤマナカ ㈱ヨシオカ 

（以上５０社） 
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Ⅳ．会議Ⅳ．会議Ⅳ．会議Ⅳ．会議     

    

１．総 会  
  （１）第２９回  通常総会  
      平成１６年６月１１日 第２９回通常総会を鉄鋼会館において開催し、９１名(委任

状による出席を含む)の出席を得て次の議案を審議し議決した。  
   第１号議案  平成１５年度事業報告書（案）の件  
      第２号議案   平成１５年度決算報告書（案）の件  
      第３号議案   平成１６年度事業計画書（案）の件  
      第４号議案   平成１６年度収支予算書（案）の件  
      第５号議案   社団法人回収鉄源利用促進協会の残余財産及び債務保証事業の承継 
  （案）の件  
      第６号議案   定款の一部変更及び債務保証事業に係る業務方法書制定（案）の件 
      第７号議案   関係官庁への報告等に際し､議決事項についてその趣旨に反しない  

  範囲において字句の修正に関し会長に委任の件  
      第８号議案   役員改選の件  
 
  （２）臨時総会  
       平成１６年１０月２１日臨時総会を鉄鋼会館において開催し、８５名(委任状によ 

る出席を含む)の出席を得て次の議案を審議し議決した。  
   第１号議案  社団法人回収鉄源利用促進協会の残余財産承継に伴う定款変更並び  
  に債務保証事業に係る業務方法書制定（案）の件  
      第２号議案   「債務保証事業計画書」の制定（案）の件  
      第３号議案   「経理規程」変更及び「債務保証経理基準」の制定並びに「審査委員  
   会運営規程」の制定（案）の件  
      第４号議案   「平成１６年度事業計画書」並びに「平成１６年度収支予算書」の変  
  更（案）の件  
      第５号議案   関係官庁への報告等に際し､議決事項についてその趣旨に反しない  

  範囲において字句の修正に関し会長に委任の件  
 
２．理事会  
    平成１６年度において次の通り理事会を開催し､協会業務の重要事項を審議し決定  
    した｡ 
（１）第１３４回  理事会（平成１６年５月１３日）  
① 平成１５年度事業報告書（案）について  
② 平成１５年度決算報告書（案）について  
③ 定款の改正及び債務保証事業に係る業務方法書の制定（案）について  
④ 役員の改選（案）について  
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⑤ 第２９回通常総会の開催（案）について  
 

（２）第１３５回  理事会（平成１６年６月１１日）  
① 役付役員の選任の件について  
② 常勤役員の報酬の件について  
 

（３）第１３６回  理事会（平成１６年９月１０日）  
① 社団法人回収鉄源利用促進協会の残余財産承継に伴う定款変更並びに債務保証  
 事業に係る業務方法書の制定（案）について  
② 「債務保証事業計画書」制定（案）について  
③ 「審査委員会運営規程」制定並びに「経理規程」変更（案）について  
④ 「平成１６年度事業計画書」並びに「平成１６年度収支予算書」変更（案）につ

いて  
⑤ 臨時総会開催（案）について  
 

（４）第１３７回  理事会（平成１７年１月２８日）  
①  会員の異動（案）について  
②  債務保証業務関連規程の制定（案）について  
 

（５）第１３８回  理事会（平成１７年３月２４日）  
① 会員の異動（案）について  
② 「平成１７年度事業計画書（案）」について  
③  「平成１７年度収支予算書（案）」について  

 

３．運営委員会  
   次の通り運営委員会を開催し､協会事業等について検討を行い理事会に提出した｡ 
（１） 第９４回運営委員会（平成１６年９月３日）  
① 運営委員の異動について  
② 回収鉄源利用促進協会の残余財産承継について  
③ 定款変更並びに業務方法書制定（案）について  
④ 「債務保証事業計画書」（案）制定について  
⑤ 「平成１６年度事業計画書」並びに「平成１６年度収支予算書」変更（案）につ

いて  
⑥ 債務保証経理基準及び審査委員会運営規程の制定（案）について  
 

（２） 第９５回運営委員会（平成１７年３月１４日）  
① 会員の異動について  
② 本年度の業務執行状況及び新年度事業計画について  
③ 当面の財政状況及び新年度予算収支について  
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④ 債務保証制度の概要について  
 

４．需給流通委員会  
   平成１６年度においては次の通り需給流通委員会を開催した。  
（１）第３１回需給流通委員会（平成１６年９月３日）  
① 最近の鉄スクラップ需給動向等について  
② 意見交換  
 

（２）第３２回需給流通委員会（平成１７年３月１４日）  
① ２００３年度末の鉄鋼蓄積量の推計・中国冷鉄源需給の現状（報告）  
② 最近の鉄スクラップ需給動向等について  
③ 意見交換（鉄スクラップ需給の３ヵ月見通し等） 
 

５．鉄スクラップ規格検討委員会・ワーキンググループ  
 ワーキンググループを次の通り計７回開催した。   
（１）Ａｸﾞﾙｰﾌﾟ（技術・政策課題）（平成１６年５月７日、７月１４日、１２月１０日） 
（２）Ｂｸﾞﾙｰﾌﾟ（運用課題）（平成１６年５月１７日、７月２２日）  
（３）Ｃｸﾞﾙｰﾌﾟ（国際課題）（平成１６年５月１２日、７月８日）  

 
 

以上  
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 3地区 ﾒｰｶｰ炉前価格平均

(単位 ： 百円/ﾄﾝ）

年月 04/4 04/5 04/6 04/7 04/8 04/9 04/10 04/11 04/12  05/1  05/2  05/3
週 1 2 3 4 1.2 3 4 1 2 3 4 5 1 2 3 4 1 2 3 4 1 2 3 4 5 1 2 3 4 1 2 3 4 1 2 3 4 1 2 3 4 1 2 3 4 1 2 3 4 5
３地区 231 210 201 197 193 185 179 173 171 169 169 169 179 189 209 227 244 264 259 243 236 217 208 207 219 247 261 257 256 253 248 230 224 222 220 216 215 210 206 198 196 194 190 191 192 203 217 220 227 227
関東 227 203 195 190 188 183 180 176 176 173 171 170 176 188 218 241 253 276 266 245 238 210 198 198 213 253 265 258 258 250 243 230 223 221 221 218 215 208 203 198 198 196 193 193 193 216 220 230 236 236
中部 223 199 187 186 181 174 166 161 157 155 155 157 174 184 195 214 240 252 246 227 220 202 193 193 210 241 250 244 243 241 238 212 206 203 202 198 198 196 193 183 182 182 177 177 181 193 216 216 221 221
関西 244 227 221 216 208 198 190 183 179 179 179 179 186 196 213 226 239 264 264 256 251 239 233 229 234 247 267 267 266 267 264 249 242 241 236 231 231 226 222 214 207 202 201 202 201 201 214 214 222 222
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